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教
区
司
祭
会
で
は
祭
儀
費

に
つ
い
て
共
通
理
解
を
図
る

四
月
八
日
（
月
）
午
後
、
教

区
本
部
で
教
区
司
祭
会
が
開

催
さ
れ
た
。

会
議
で
は
司
教
か
ら
新
し

い
任
地
に
赴
く
司
祭
の
紹
介

が
あ
っ
た
後
議
事
に
入
っ
た
。

最
初
に
話
し
合
わ
れ
た
の
は

今
年
度
の
「
教
区
フ
ェ
ス
タ
」

に
つ
い
て
で
、
司
祭
評
議
会

の
意
向
を
受
け
て
検
討
が
な

さ
れ
、
今
回
は
司
教
座
献
堂

記
念
日
と
も
重
な
る
こ
と
か

ら
、
司
教
ミ
サ
を
十
一
時
に

さ
さ
げ
、
そ
の
後
持
参
の
弁

当
で
信
者
の
交
流
の
時
を
持

ち
終
了
す
る
こ
と
と
し
た
。

そ
の
後
は
教
区
司
祭
が
教

区
会
計
に
納
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
祭
儀
費
に
つ
い
て
、

そ
の
共
通
理
解
を
図
っ
た
。

葬
儀
、
結
婚
及
び
信
徒
へ
の

祝
福
等
で
得
た
謝
礼
に
つ
い
て

は
、「
教
区
司
祭
地
区
財
務
管

理
規
定
」
の
原
則
に
基
づ
き
、

必
要
経
費
を
除
い
て
全
額
教
区

に
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
今
会
議
で
は
司
祭

各
人
の
理
解
が
異
な
る
部
分
も

あ
り
、
そ
の
共
通
理
解
を
得
る

た
め
に
も
再
度
話
し
合
う
こ
と

と
し
た
。

定
例
司
祭
集
会

四
月
九
日
（
火
）
午
前
十
時

か
ら
教
区
本
部
で
コ
ン
ベ
ン
ツ

ス
（
定
例
司
祭
集
会
）
が
開
催

さ
れ
た
が
、
幼
稚
園
の
行
事
と

重
な
り
参
加
者
は
二
十
四
人
に

と
ど
ま
っ
た
。

最
初
の
議
題
は
「
今
年
度
の

ノ
ベ
ナ
の
意
向
」に
つ
い
て
で
、

出
席
司
祭
た
ち
の
了
解
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
。
今
後
教
区
報

に
月
ご
と
の「
ノ
ベ
ナ
の
意
向
」

を
掲
載
し
、
教
区
全
体
で
一
つ

の
意
向
の
も
と
に
祈
り
合
う
こ

と
は
、
教
区
の
宝
と
な
る
と
思

わ
れ
る
。
続
い
て
は
司
祭
評
議
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会
そ
し
て
教
区
司
祭
会
で
重
ね

て
話
し
合
っ
た
「
教
区
フ
ェ
ス

タ
」
に
つ
い
て
で
、
教
区
司
祭

会
議
で
の
結
果
を
採
択
し
た
。

そ
の
他
、
会
議
で
は
司
教
か
ら

四
月
五
日
に
開
校
さ
れ
た
「
福

岡
コ
レ
ジ
オ
」
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
た
ほ
か
、
寝
占
神
父
か

ら
は
唐
湊
の
司
教
館
の
敷
地
の

一
部
工
事
に
つ
い
て
報
告
が
な

さ
れ
た
。

こ
の
日
の
会
議
で
は
午
後
か

ら
復
活
節
第
三
主
日
の
福
音
と

聖
週
間
の
教
会
の
状
況
等
に
つ

い
て
の
分
か
ち
合
い
が
あ
り
、

最
後
に
ザ
ビ
エ
ル
教
会
主
聖
堂

で
聖
体
賛
美
式
を
行
っ
て
散
会

し
た
。（
報
告
　
寝
占
敦
之
）

▼
小
川
靖
忠
神
父
（
大
熊
教
会

主
任
）
は
指
宿
教
会
主
任
司

祭
及
び
白
百
合
幼
稚
園
園
長

▼
グ
エ
ン
・
フ
ン
・
タ
ム
神
父

（
種
子
島
教
会
）
は
瀬
留
教

会
主
任

▼
栃
尾
泰
英
神
父
（
瀬
留
教
会

主
任
）
は
大
熊
教
会
主
任

※
着
任
は
五
月
中
に
完
了

▼
美
島
春
雄
神
父
（
指
宿
教
会

主
任
及
び
白
百
合
幼
稚
園
園

長
）
は
、
体
調
を
崩
し
た
た

め
静
養

教
区
フ
ェ
ス
タ
と
ノ
ベ
ナ
の
意
向
に
つ
い
て
検
討

教
区
司
祭
会
と
定
例
司
祭
集
会
で

教
区
人
事

（
七
月
七
日
開
催
）

研
修
会
会
場
は
い
ず
れ
も
ザ

ビ
エ
ル
教
会
で
、
十
三
時
三
十

分
か
ら
十
五
時
三
十
分
ま
で

で
、
受
付
は
十
二
時
三
十
分
か

ら
。
受
講
料
は
、
受
講
回
数
に

か
か
わ
ら
ず
五
百
円
と
な
っ
て

い
る
。
受
講
希
望
者
は
教
会
ご

と
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
教
区
本
部

（
℻
〇
九
九
―
二
二
五
―
〇
四

四
〇
）
に
申
し
込
む
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
申
込
締
切
は
五
月

十
二
日
（
日
）。

四
月
五
日
（
金
）、
長
崎
教

会
管
区
司
祭
志
願
院
「
福
岡
コ

レ
ジ
オ
」
が
浄
水
通
教
会
（
福

岡
市
）の
隣
接
地
に
開
校
し
た
。

開
校
式
に
は
長
崎
教
会
管
区
の

五
教
区
の
代
表
者
約
五
十
人
が

出
席
し
、
鹿
児
島
か
ら
は
郡
山

健
次
郎
司
教
以
下
四
人
が
駆
け

つ
け
た
。

コ
レ
ジ
オ
は
い
わ
ば
中
神
学

校
で
、
小
神
学
校
と
大
神
学
校

の
間
を
と
り
も
つ
も
の
。
こ
れ

ま
で
の
長
崎
コ
レ
ジ
オ
が
福
岡

に
移
転
す
る
意
義
に
つ
い
て

「
案
内
書
」
に
は
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。「
交
通
の
要

所
で
あ
る
福
岡
市
で
あ
れ
ば
、

大
学
に
通
い
な
が
ら
司
祭
職
の

準
備
を
す
る
道
を
全
国
に
よ
り

広
く
開
く
こ
と
が
で
き
る
。
つ

ま
り
長
崎
教
会
管
区
に
と
ど
ま

ら
ず
、
全
国
か
ら
も
大
学
生
か

ら
司
祭
を
志
願
す
る
若
者
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
る
。」
長
崎

コ
レ
ジ
オ
は
、
最
後
の
卒
業
生

を
送
り
出
す
二
〇
一
五
年
三
月

を
も
っ
て
閉
校
と
な
る
。

司
祭
の
消
息

回 月 日 曜 講  師 内     容 

※ 6 15   14 19 2  
第 1回 6 21    
第 2回 6 28    
第 3回 7 5    
第 4回 7 12    
第 5回 7 19    
第 6回 7 29    
第 7回 8 5    
※ 8 30    

第 8回 9 6    
第 9回 9 13    
第 10回 9 20    
第 11回 9 27    
第 12回 10 5    
第 13回 10 6    
第 14回 10 11    
第 15回 10 18    
第 16回 10 25    
第 17回 11 1    
第 18回 11 8    
第 19回 11 15    
第 20回 11 22    
※ 11 29    
※ 12 6    

 

毎
年
夏
に
全
国
の
医
療
関
連

の
学
生
と
社
会
人
が
集
う
合
宿

形
式
の
学
生
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
て
い
る
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
医

師
会
は
、
今
年
の
集
い
を
鹿
児

島
で
開
催
す
る
こ
と
と
し
、
現

在
、受
講
者
を
募
集
し
て
い
る
。

今
年
の
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
は

「
共
に
考
え
よ
う
―
イ
エ
ス
様

の
声
が
聞
こ
え
る
医
療
と

は
！
」
で
、
八
月
二
十
四
日

（
土
）
と
二
十
五
日
（
日
）
の

両
日
、
教
区
本
部
で
開
か
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

鹿
児
島
で
の
セ
ミ
ナ
ー
を
担

当
す
る
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
医
師

会
鹿
児
島
部
長
の
後
藤
正
道
さ

ん
（
国
立
療
養
所
「
星
塚
敬
愛

園
」
園
長
）
は
「
セ
ミ
ナ
ー
を

シ
ン
プ
ル
な
構
成
に
し
、
講
演

と
参
加
者
同
士
の
分
ち
合
い
で

問
題
へ
の
深
い
理
解
と
互
い
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
指
し

た
い
」
と
語
っ
て
い
る
。

受
講
希
望
者
は
、
各
教
会
に

配
布
済
み
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
日
本
カ
ト

リ
ッ
ク
医
師
会
事
務
局
に
送
信

す
る
か
、
セ
ミ
ナ
ー
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
「
カ
ト
リ
ッ
ク
医
療
関
連

学
生
セ
ミ
ナ
ー2013

in

鹿

児
島
」
か
ら
申
し
込
む
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
申
込
締
切
は
六

月
二
十
四
日
。

今
夏
鹿
児
島
で
学
生
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
医
師
会

教
区
典
礼
委
員
会
（
寝
占
敦

之
委
員
長
）
は
、
今
年
度
の
典

礼
研
修
会
を
開
催
す
る
に
あ
た

り
、「
典
礼
は
教
会
活
動
が
目

指
す
頂
点
で
あ
り
、
同
時
に
教

会
の
力
が
流
れ
出
る
泉
」（
典

礼
憲
章
10
）
と
し
、
ミ
サ
の
各

部
分
、
式
次
第
の
意
義
と
相
互

の
関
連
が
理
解
で
き
る
よ
う
次

の
テ
ー
マ
で
開
催
す
る
こ
と
と

し
た
。

①
ミ
サ
次
第
の
理
解
「
こ
と

ば
の
典
礼
」（
五
月
十
九
日
開

催
）
②
ミ
サ
次
第
の
理
解
「
感

謝
の
典
礼
」（
六
月
十
六
日
開

催
）
③
聖
体
賛
美
式
そ
の
他

ミ
サ
式
次
第
に
つ
い
て
の
学
び
が
中
心

今
年
の
典
礼
研
修
会

2013鹿児島きぼうの電話　カウンセリング講座日程

交
通
の
要
所
福
岡
に

福
岡
コ
レ
ジ
オ
開
校

苦
し
み
悩
む
人
の
声
を
聴
く

活
動
を
続
け
て
い
る
鹿
児
島
き

ぼ
う
の
電
話
（
山
口
寛
子
委
員

長
）
で
は
、
相
談
員
養
成
に
も

繋
が
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
講
座

を
六
月
か
ら
始
め
る
。
二
十
歳

以
上
の
人
な
ら
誰
で
も
受
講
で

き
る
こ
の
講
座
は
、
受
講
料
が

全
二
十
回
で
九
千
円
（
学
生
は

半
額
）、
中
に
は
受
講
料
無
料

の
公
開
講
座
も
あ
る
。
受
講
希

望
者
は
山
口
委
員
長
（
℡
〇
九

〇
―
一
一
六
二
―
七
三
七
二
か

辻
事
務
局
長
（
℡
〇
九
〇
―
五

四
八
八
―
九
六
八
〇
）
ま
で
。

六
月
か
ら
講
座
を
開
講

鹿
児
島
き
ぼ
う
の
電
話

司
祭
た
ち
の
分
か
ち
合
い
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で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
聖
霊
降

臨
が
教
会
共
同
体
の
誕
生
の
時

で
あ
る
と
言
わ
れ
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
こ
こ
か
ら
教
会
と
は

何
な
の
か
、
と
い
う
答
え
が
導

き
出
さ
れ
ま
す
。
教
会
と
は
、

イ
エ
ス
様
を
こ
の
世
に
お
遣
わ

し
に
な
っ
た
神
様
の
救
い
の
計

画
の
中
に
於
い
て
、
人
間
の
力

に
よ
る
も
の
で
な
く
、
神
様
の

愛
に
よ
る
救
い
の
み
業
が
聖
霊

降
臨
を
通
じ
て
具
体
的
に
「
か

た
ち
」
と
し
て
現
れ
た
共
同
体

な
の
で
す
。
そ
し
て
、
私
た
ち

は
イ
エ
ス
様
の
福
音
を
伝
え
る

弟
子
と
し
て
こ
の
教
会
共
同
体

に
属
し
て
い
る
の
で
す
。

中
高
生
担
当
　
泉
　
浩
二

今
年
の
巡
礼
は
復
活
祭
の
翌

日
か
ら
の
二
泊
三
日
の
旅
だ
っ

た
。
参
加
者
は
十
人
（
聖
心
、

赤
木
名
、
谷
山
、
出
水
）
と
少

人
数
だ
っ
た
が
、
新
中
学
一
年

生
が
五
人
参
加
し
て
く
れ
た
。

そ
の
中
の
一
人
は
未
洗
者
で
ま

た
今
回
が
二
度
目
の
参
加
、
あ

る
い
は
「
昨
年
参
加
で
き
な
か

っ
た
か
ら
」と
い
う
子
も
い
た
。

教
会
学
校
経
営
が
難
し
い
状
況

の
中
、
体
験
を
通
し
て
「
信
仰

を
生
き
る
こ
と
」
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
よ
う
に
思
う
。
そ
れ

も
年
齢
に
関
係
な
く
、神
の
愛
、

呼
び
か
け
を
感
じ
る
こ
と
を
実

感
し
た
巡
礼
だ
っ
た
。

赤
木
名
教
会
　
大
司
百
花

「
愛
は
死
よ
り
も
強
し
」
二

十
六
聖
人
記
念
館
の
入
り
口
に

書
い
て
あ
っ
た
言
葉
だ
。
最
初

見
た
時
は
全
然
意
味
が
分
か
ら

な
か
っ
た
。し
か
し
中
に
入
り
、

展
示
物
を
見
て
回
っ
て
行
く
う

ち
に
、
だ
ん
だ
ん
意
味
が
分
か

っ
た
気
が
し
た
。

私
に
と
っ
て
、
祈
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
当
た
り
前
だ
っ

た
。ミ
サ
に
行
く
こ
と
や
食
前
、

食
後
の
祈
り
は
信
者
な
ら
誰
で

も
で
き
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

た
。
六
年
生
に
な
り
、
社
会
で

歴
史
を
学
ん
で
、
そ
う
で
は
な

い
時
代
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ

た
。
そ
れ
で
も
遠
い
昔
の
こ
と

で
他
人
事
の
よ
う
に
し
か
思
え

な
か
っ
た
。
だ
か
ら
記
念
館
に

入
っ
た
時
は
、
正
直
驚
い
た
。

私
に
と
っ
て
の
当
た
り
前
は
、

そ
の
時
代
の
信
者
に
と
っ
て

は
、
と
て
も
あ
り
が
た
い
こ
と

だ
っ
た
の
だ
と
思
う
。
そ
の
時

代
の
信
者
た
ち

は
、
様
々
な
工

夫
を
し
て
キ
リ

ス
ト
教
を
続
け

て
い
た
ら
し
い
。

そ
ん
な
信
者
た

ち
の
苦
労
や
努

力
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
今
私

た
ち
は
教
会
で

祈
る
こ
と
が
で

き
る
の
だ
。

「
愛
は
死
よ
り

も
強
し
」
ど
ん

な
に
辛
い
こ
と

が
あ
っ
て
も
キ

リ
ス
ト
教
の
信

者
を
や
め
な
か

っ
た
人
た
ち
に

は
、
神
へ
の

が
、
ヒ
ン
ト
に
な
る
の
が
復
活

し
た
イ
エ
ス
様
の
「
わ
た
し
に

つ
い
て
モ
ー
セ
の
律
法
と
預
言

者
の
書
と
詩
編
に
書
い
て
あ
る

事
柄
は
、
必
ず
す
べ
て
実
現
す

る
」
と
い
う
言
葉
で
す
（
ル
カ

24
・
44
）。
お
そ
ら
く
、
弟
子

た
ち
と
マ
リ
ア
様
は
、
イ
エ
ス

様
の
み
言
葉
を
通
じ
て
、
神
様

の
救
い
の
み
業
が
実
現
す
る
こ

と
を
祈
っ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
イ

エ
ス
様
は
ご
昇
天
の
時
、
聖
霊

が
降
る
と
地
の
果
て
に
至
る
ま

で
イ
エ
ス
様
の
証
人
と
な
る
と

弟
子
た
ち
に
告
げ
ら
れ
ま
し
た

（
使
徒
1
・
8
）。
こ
れ
ら
の
こ

と
が
非
常
に
重
要
な
の
で
す
。

復
活
し
た
イ
エ
ス
様
、
そ
の

イ
エ
ス
様
を
通
じ
て
与
え
ら
れ

た
聖
霊
、
そ
し
て
祈
っ
て
い
た

弟
子
た
ち
は
、
ま
さ
に
教
会
の

始
ま
り
な
の
で
す
。な
ぜ
な
ら
、

聖
霊
に
よ
っ
て
弟
子
た
ち
は
共

同
体
と
し
て
イ
エ
ス
様
か
ら
福

音
を
宣
べ
伝
え
る
た
め
に
遣
わ

さ
れ
た
か
ら
で
す
（
ヨ
ハ
ネ

20
・
21
〜
22
）。
つ
ま
り
、
教

会
と
は
聖
霊
の
働
き
と
共
に
イ

エ
ス
様
の
救
い
の
み
業
を
引
き

受
け
た
者
、
即
ち
、
イ
エ
ス
様

の
弟
子
た
ち
の
共
同
体
な
の
で

す
。
聖
霊
は
イ
エ
ス
様
を
信
じ

る
者
た
ち
が
一
緒
に
祈
っ
て
い

る
と
き
に
降
臨
し
ま
し
た
。
実

に
、「
炎
の
よ
う
な
舌
が
分
か

れ
分
か
れ
に
現
れ
、
一
人
一
人

の
上
に
と
ど
ま
っ
た
」（
使
徒

2
・
3
）
と
い
う
描
写
が
あ
る

よ
う
に
、
聖
霊
は
共
同
体
を
通

し
て
一
人
ひ
と
り
に
降
っ
た
の

伝
統
的
に
「
聖
霊
降
臨
は
教

会
の
誕
生
の
時
で
あ
る
」
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
な
ぜ
こ
の

よ
う
な
言
葉
が
伝
え
ら
れ
て
き

た
の
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
少

し
難
し
く
な
り
ま
す
が
、
聖
霊

降
臨
の
出
来
事
と
イ
エ
ス
様
の

み
言
葉
を
通
じ
て
、
こ
の
格
言

の
意
味
と
教
会
と
は
何
な
の

か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

聖
霊
降
臨
の
時
、
弟
子
た
ち

は
マ
リ
ア
様
と
共
に
熱
心
に
お

祈
り
を
し
て
い
ま
し
た
（
使
徒

1
・
12
〜
14
）。
彼
ら
は
何
を

祈
っ
て
い
た
の
か
、
聖
書
に
は

何
も
記
述
を
見
出
せ
ま
せ
ん

鈴
木
神
父
の
や
さ
し
い
み
こ
と
ば

聖
霊
降
臨
は
教
会
誕
生
の
時

俳
　
句

鹿
児
島
純
心
　
川
上
　
　
和

桜
舞
う
夜
空
に
く
っ
き
り
マ
リ
ア
さ
ま

出
水
市
　
沖
　
　
弘
子

喜
び
を
空
へ
鳴
く
鳥
復
活
祭

純
心
学
園
　
山
頭
　
信
子

花
い
ち
ご
今
朝
生
け
て
あ
り
ミ
サ
さ
さ
ぐ

霧
島
市
　
政
　
ノ
ブ
子

一
本
の
水
仙
開
き
四
旬
節

豆
の
花
祈
り
集
め
て
綻
び
ぬ

鹿
児
島
市
　
徳
永
ノ
ブ
子

十
字
架
に
飾
り
し
枝
や
春
の
色

祭
壇
に
活
か
る
花
籠
復
活
祭

奄
美
市
　
林
　
　
常
広

ま
た
咲
く
よ
雑
草
は
え
し
春
の
露

霧
島
市
　
政
　
ノ
ブ
子

復
活
祭
も
う
い
い
か
い
の
声
遠
く

藤
の
花
揺
れ
て
迎
え
る
朝
の
ミ
サ

短
　
歌

大
笠
利
教
会
　
稲
　
　
牛
憲

今
日
一
日
忘
れ
物
し
た
る
思
い
あ
り
短
き
祈

り
さ
へ
し
て
居
ら
ず鹿

児
島
純
心
　
川
上
　
　
和

ベ
タ
ニ
ア
の
ナ
ル
ド
の
香
り
夕
の
間
に
溢
る
る

思
い
み
足
を
ぬ
ら
す

出
水
教
会
　
遠
竹
　
睦
郎

ザ
ビ
エ
ル
に
宣
教
許
せ
し
薩
摩
な
る
島
津
藩
主

の
往
時
偲
ば
る

神
父
ら
と
細
川
ガ
ラ
シ
ア
の
墓
詣
で
し
過
ぎ
し

日
想
ひ
テ
レ
ビ
眺
め
ぬ

芸

文

愛
・
神
か
ら
の
愛
が
あ
っ
た
の

だ
と
思
う
。
二
十
六
聖
人
の
中

に
は
、
死
ぬ
前
に
キ
リ
ス
ト
と

マ
リ
ア
の
名
を
呼
ん
だ
人
も
い

た
そ
う
だ
。
死
か
ら
逃
げ
る
こ

と
よ
り
、
愛
を
選
ん
だ
信
者
た

ち
に
感
謝
し
た
い
。
今
の
私
に

は
、
文
章
に
は
で
き
な
い
が
そ

の
言
葉
の
意
味
が
分
か
る
。

今
こ
う
し
て
自
由
に
祈
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
、
当
時
の
す

べ
て
の
信
者
の
夢
だ
っ
た
と
思

う
。
そ
の
夢
を
叶
え
る
た
め
に

は
、
私
た
ち
は
日
々
の
祈
り
を

大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
だ
。
こ
れ
が
今
回
の
巡
礼
で

学
ん
だ
事
で
あ
る
。

聖
心
教
会
　
福
留
詩
音

僕
は
今
年
の
長
崎
巡
礼
に
参

加
し
て
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。
例
え
ば
、
一
五
四

九
年
に
ザ
ビ
エ
ル
が
日
本
に
キ

リ
ス
ト
教
を
伝
え
た
こ
と
、
一

八
六
五
年
二
月
に
プ
チ
ジ
ャ
ン

神
父
に
よ
り
今
日
行
っ
た
大
浦

天
主
堂
が
建
て
ら
れ
た
こ
と
、

同
じ
年
の
三
月
に
杉
本
ユ
リ
た

ち
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
が
天
主
堂

を
訪
問
し
た
こ
と
で
す
。

ま
た
一
九
三
〇
年
四
月
に
コ

ル
ベ
神
父
が
長
崎
に
来
て
、
大

浦
天
主
堂
で
聖
母
マ
リ
ア
と
出

会
い
、
そ
の
一
か
月
後
に
は
無

原
罪
の
聖
母
の
騎
士
誌
を
発
行

し
て
、
一
九
四
一
年
八
月
ポ
ー

ラ
ン
ド
で
ナ
チ
ス
に
捕
え
ら
れ

て
い
た
コ
ル
ベ
神
父
は
、
ア
ウ

シ
ュ
ビ
ッ
ツ
収
容
所
で
友
人
の

身
代
わ
り
と
な
り
、
地
下
牢
で

帰
天
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
そ
し

て
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と

は
、
日
本
二
十
六
聖
人
記
念
館

に
行
っ
た
と
き
に
見
た
二
十
六

聖
人
の
中
に
子
供
が
三
人
も
い

た
こ
と
で
す
。

僕
は
、
今
年
の
長
崎
巡
礼
に

参
加
し
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

知
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た

で
す
。
こ
れ
か
ら
は
で
き
る
だ

け
ミ
サ
に
行
く
よ
う
に
し
た
い

と
い
う
名
前
は
聞
い
た
こ
と
は

あ
り
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
し
た
の
か
は
あ
ま
り
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
、
コ
ル

ベ
神
父
様
の
こ
と
を
知
り
、

「
勇
気
の
あ
る
人
だ
な
」
と
思

い
ま
し
た
。
き
っ
と
私
に
は
自

分
の
い
の
ち
を
捨
て
て
ま
で
友

人
を
救
う
勇
気
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
コ
ル
ベ
記
念
館
で
心
に

残
っ
た
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
「
友
の
た
め
に
い
の
ち
を

さ
さ
げ
る
以
上
に
大
き
な
愛
は

な
い
」
と
い
う
言
葉
で
す
。
こ

の
言
葉
を
聞
い
て
、
コ
ル
ベ
神

父
様
は
本
当
に
勇
気
が
あ
る
だ

け
で
な
く
、
強
く
優
し
い
人
だ

っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
私

は
こ
れ
か
ら
コ
ル
ベ
神
父
の
よ

う
な
勇
気
が
あ
っ
て
、
強
く
優

し
い
人
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張

っ
て
い
き
ま
す
。

で
す
。出

水
教
会
　
新
冨
莉
子

今
回
の
長
崎
巡
礼
で
一
番
心

に
残
っ
た
こ
と
は
、
二
十
六
聖

人
記
念
館
と
コ
ル
ベ
記
念
館
に

行
っ
た
こ
と
で
す
。

ま
ず
二
十
六
聖
人
記
念
館
で

一
番
驚
い
た
こ
と
は
、
二
十
六

聖
人
以
外
に
も
た
く
さ
ん
の
数

え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
信
者
さ
ん

や
神
父
様
が
、
神
様
を
信
じ
て

亡
く
な
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。

他
に
も
三
尺
牢
を
見
み
た
し
、

町
の
中
を「
神
様
を
信
じ
る
と
、

こ
う
な
り
ま
す
よ
」
と
見
せ
し

め
に
さ
れ
た
り
し
た
と
学
び
ま

し
た
。
私
だ
っ
た
ら
と
て
も
耐

え
ら
れ
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。次

に
コ
ル
ベ
記
念
館
に
行
き

ま
し
た
。
私
は
コ
ル
ベ
神
父
様

殉
教
者
た
ち
の
心
を
学
ん
だ
旅

中
高
生
の
長
崎
巡
礼
を
終
え
て

長崎巡礼で多くのことを学んだ子どもたち

ザビエル書院の窓

教皇フランシスコにつ
いての記事が満載。教皇
の紋章やその生き方、そ
してこれまでの歴史まで、
新教皇の魅力がたっぷり
紹介されています。

ド
ン
・
ボ
ス
コ
社

カ
ト
リ
ッ
ク
生
活

五
月
号
　
二
百
十
円
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鴨
池
教
会
で
は
三
月
三
十

一
日
（
日
）
の
復
活
祭
の
ミ
サ

後
、
温
泉
の
あ
る
保
養
地
「
マ

リ
ン
ピ
ア
喜
入
」
へ
の
遠
足

を
行
っ
た
。
こ
の
遠
足
は
、
日

ご
ろ
な
か
な
か
一
緒
に
集
う

こ
と
の
な
い
信
徒
の
交
流
を

図
る
た
め
で
あ
っ
た
が
、
一

九
九
三
年
三
月
二
十
五
日
に

司
祭
に
叙
階
さ
れ
た
主
任
司

祭
・
泉
浩
二
神
父
の
二
十
回

目
の
叙
階
記
念
を
祝
う
た
め
で

も
あ
っ
た
。

泉
神
父
は
七
年
前
、
鴨
池
教

会
か
ら
加
世
田
教
会
へ
と
転
任

さ
れ
た
が
、
昨
年
ま
た
鴨
池
教

会
へ
と
帰
っ
て
来
ら
れ
た
。
し

か
し
、
鴨
池
教
会
主
任
司
祭
と

隣
接
の
聖
母
稚
園
の
園
長
と
し

て
働
く
だ
け
で
な
く
、
加
世
田

聖
母
幼
稚
園
の
園
長
を
兼
務
す

る
と
い
う
多
忙
な
勤
務
だ
っ

た
。
そ
の
上
、
昨
年
は
加
世
田

聖
母
幼
稚
園
の
五
十
周
年
記
念

行
事
を
挙
行
す
る
な
ど
、
忙
し

い
毎
日
を
過
ご
し
な
が
ら
こ
の

司
祭
叙
階
二
十
年
を
迎
え
ら
れ

た
。
年
ご
と
に
成
長
さ
れ
て
い

る
泉
神
父
だ
が
、
今
後
益
々
司

祭
と
し
て
の
働
き
が
充
実
し
、

で
き
る
こ
と
な
ら
こ
こ
鴨
池
教

会
で
司
祭
叙
階
銀
祝
を
迎
え
て

下
さ
る
よ
う
信
徒
一
同
で
祈
っ

て
い
る
。

マ
リ
ン
ピ
ア
喜
入
で
挨
拶
し

た
泉
神
父
は
「
二
月
の
叙
階
式

で
私
に
と
っ
て
は
初
の
日
本
人

の
後
輩
司
祭
が
で
き
た
」
と
鈴

木
神
父
が
誕
生
し
、
先
輩
に
な

っ
た
喜
び
を
語
っ
て
い
た
。

神
父
の
挨
拶
後
は
、
皆
で
弁

当
を
食
べ
、
カ
ラ
オ
ケ
に
興
じ

温
泉
を
楽
し
む
ひ
と
と
き
を
持

つ
こ
と
が
で
き
た
。

（
報
告
　
木
原
常
義
）

▼
霧
島
彬
さ
ん
ロ
ー
マ
へ
留
学

姶
良
教
会
の
霧
島
彬
さ
ん
が

教
区
神
学
生
と
し
て
、
八
月
一

日
付
け
で
ロ
ー
マ
の
聖
十
字
架

大
学
へ
進
学
す
る
こ
と
が
決
ま

て
互
い
の
信
仰
体
験
を
分
か
ち

合
お
う
と
年
四
回
の
計
画
で
開

か
れ
て
い
ま
す
。

二
回
目
と
な
っ
た
今
回
の
テ

ー
マ
は
「
キ
リ
ス
ト
の
復
活
の

喜
び
の
う
ち
に
分
か
ち
合
う
」

で
し
た
。
テ
ィ
エ
ン
神
父
の
呼

び
か
け
で
、
私
た
ち
は
こ
の
テ

小
宿
小
教
区
（
Ｇ
・
テ
ィ
エ

ン
神
父
主
任
司
祭
）
で
は
三
月

三
十
一
日
（
日
）、
小
教
区
の

六
つ
の
教
会
の
信
徒
が
小
宿
教

会
に
集
い
、
復
活
の
主
日
・
日

中
の
ミ
サ
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

ミ
サ
の
後
、
信
徒
館
で
壮
年

が
釣
っ
て
き
た
魚
の
ア
バ
ス
汁

が
振
舞
わ
れ
、
手
作
り
の
お
菓

子
を
味
わ
い
な
が
ら
、
分
か
ち

合
い
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。
こ
の
催
し
は
、「
信
仰
年
」

に
あ
た
り
小
教
区
の
信
徒
皆

が
、
時
折
々
の
典
礼
の
祈
り
を

深
め
な
が
ら
、
テ
ー
マ
に
沿
っ

っ
た
。
二
十
五
歳
。
霧
島
神
学

生
は
日
本
を
離
れ
る
ま
で
の

間
、
サ
ン
タ
マ
リ
ア
神
父
（
国

分
教
会
）
の
も
と
で
語
学
と
司

牧
を
研
修
す
る
。

▼
カ
ト
リ
ッ
ク
大
隅
学
園

国
分
、
鹿
屋
、
垂
水
、
志
布

志
の
幼
稚
園
か
ら
な
る
カ
ト
リ

ッ
ク
大
隅
学
園
で
は
、
四
月
一

日
（
月
）
教
区
本
部
で
合
同
の

辞
令
交
付
式
を
行
い
、
今
年
度

採
用
し
た
九
人
の
職
員
に
辞
令

を
交
付
し
た
。

3
日
（
金
）
聖
フ
ィ
リ
ポ
　
聖
ヤ
コ
ブ
使
徒

▼
福
崎
英
雄
神
父
霊
名
（
聖
ヤ
コ
ブ
）

▼
石
田
望
神
父
霊
名
（
聖
フ
ィ
リ
ポ
）

4
日
（
土
）
盛
克
志
神
父
叙
階
記
念
日
（
一
九
九
一
年
）

5
日
（
日
）
復
活
節
第
六
主
日

▼
世
界
広
報
の
日
（
献
金
）

6
日
（
月
）
糸
永
名
誉
司
教
と
学
ぶ
読
書
会
・
教
区
本
部
・
10
時

12
日
（
日
）
主
の
昇
天

▼
経
済
問
題
評
議
会
・
教
区
本
部
・
14
時

14
日
（
火
）
聖
マ
チ
ア
使
徒

17
日
（
金
）
デ
ィ
ー
ノ
神
父
叙
階
記
念
日
（
一
九
九
八
年
）

18
日
（
土
）
宣
教
学
校
・
教
区
本
部
・
13
時
30
分

19
日
（
日
）
聖
霊
降
臨

▼
典
礼
研
修
会
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
・
13
時
30
分

20
日
（
月
）
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
会
例
会

▼
デ
ィ
ー
ノ
神
父
霊
名
（
聖
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
）

▼
坂
本
進
神
父
の
ホ
ル
ス
テ
ィ
ッ
ク
聖
書
講
座
「
ヨ
ハ

ネ
福
音
書
三
章
　
永
遠
の
生
命
」
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会

集
会
室
・
10
時
〜
12
時
・
五
百
円

26
日
（
日
）
三
位
一
体

▼
オ
リ
ー
ブ
の
会
・
教
区
本
部
・
14
時

31
日
（
金
）
聖
母
の
訪
問

▼
タ
ム
神
父
叙
階
記
念
日
（
二
〇
〇
七
年
）

祈
り
の
意
向

【
ノ
ベ
ナ
】
聖
霊
降
臨
を
前
に
、
新
た
に
「
堅
信
」
を
受
け
る
人

た
ち
の
た
め
（
10
〜
18
日
）

【
祈
祷
の
使
徒
会
】

一
　
　
　
般
・
正
義
を
つ
か
さ
ど
る
人

宣
　
　
　
教
・
神
学
校

日
本
の
教
会
・
子
ど
も
た
ち
の
尊
厳

ー
マ
を
心
に
留
め
な
が
ら
聖
な

る
過
越
し
の
三
日
間
を
共
に
過

ご
し
ま
し
た
。
分
か
ち
合
い
で

は
、
ま
ず
復
活
徹
夜
祭
の
夜
に

病
床
で
洗
礼
を
受
け
ら
れ
た
方

の
感
動
的
な
報
告
を
受
け
、
皆

で
感
謝
の
祈
り
を
唱
え
ま
し

た
。
そ
の
後
、
次
々
に
マ
イ
ク

が
手
渡
さ
れ
、「
祈
り
」「
人
生

の
歩
み
と
信
仰
の
喜
び
」「
四

旬
節
の
黙
想
会
か
ら
の
実
り
の

体
験
」「
姉
妹
と
体
験
し
た
苦

し
み
と
復
活
の
喜
び
」「
復
活

祭
に
頂
い
た
気
づ
き
と
決
意
の

恵
み
」
な
ど
、
私
た
ち
は
互
い

の
分
か
ち
合
い
を
通
し
て
、
豊

か
に
さ
れ
、
復
活
の
喜
び
が
さ

ら
に
大
き
く
さ
れ
る
の
を
感
じ

ま
し
た
。
次
回
の
集
い
は
「
聖

臨
降
臨
」
に
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。（
小
宿
レ
ポ
ー
タ
ー
）

小
ぶ
り
の
バ
ラ
の
寄
せ
植
え
を
い
た
だ

い
た
の
は
、
昨
年
の
い
つ
だ
っ
た
か
。
枯

ら
し
て
は
大
変
と
水
や
り
に
は
気
を
使
っ

て
い
た
が
、
次
第
に
葉
が
黄
色
く
な
っ
た

り
し
て
元
気
が
な
く
な
っ
て
き
た
。
あ
る

と
き
、
本
部
棟
横
の
空
き
地
に
移
植
し
て

様
子
を
見
る
こ
と
に
し
た
。
す
る
と
ど
う

だ
ろ
う
。
日
増
し
に
顔
色
な
ら
ぬ
、
葉
の

色
も
青
味
を
増
し
、
つ
い
に
、
こ
の
冬
を

乗
り
き
り
、
大
き
な
み
ず
み
ず
し
い
葉
を

つ
け
た
新
し
い
茎
を
出
す
ま
で
に
な
っ
た
。

そ
れ
は
、
ま
る
で
、
狭
い
か
ご
か
ら
放
た

れ
た
小
鳥
が
青
空
に
向
か
っ
て
飛
び
立
つ

か
の
よ
う
に
、
体
い
っ
ぱ
い
で
解
放
さ
れ

た
喜
び
を
表
し
て
い
る
か
の
よ
う
。
見
て

い
て
気
持
ち
が
い
い
。

青
息
吐
息
の
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
や
シ

ク
ラ
メ
ン
も
同
じ
よ
う
に
鉢
か
ら
解
放
し

て
あ
げ
た
。
す
る
と
ど
う
だ
ろ
う
。
あ
の
、

物
言
わ
ぬ
植
物
た
ち
の
喜
び
よ
う
。
水
や

り
が
不
要
に
な
っ
た
ほ
ど
、
い
ず
れ
も

青
々
と
生
気
を
取
り
戻
し
た
。
ま
さ
に
水

を
得
た
魚
の
よ
う
と
は
こ
の
こ
と
だ
。

そ
ん
な
姿
を
見
て
い
る
と
、
小
さ
な
鉢

に
閉
じ
込
め
て
小
さ
な
花
を
咲
か
せ
て
喜

ん
で
い
る
こ
と
が
、
い
か
に
不
自
然
で
、

い
か
に
罪
な
こ
と
か
と
思
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
さ
ぞ
、
窮
屈
だ
っ

た
ろ
う
に
。
ふ
と
ア
ウ

グ
ス
チ
ヌ
ス
の
言
葉
が

蘇
っ
た
。「
神
の
懐
に

憩
う
ま
で
は
安
ら
ぎ
を

得
な
い
。」

植
物
が
、
広
々
と
し
た
自
然
の
中
で
自

由
闊
達
に
根
を
張
る
こ
と
で
豊
か
に
実
を

結
ぶ
よ
う
に
、
神
に
似
せ
て
造
ら
れ
た
私

た
ち
も
そ
の
よ
う
で
あ
り
た
い
。
と
く
に
、

洗
礼
の
恵
み
に
よ
っ
て
神
の
子
供
と
な
っ

た
私
た
ち
信
者
は
、
青
空
に
も
勝
っ
て
、

ど
こ
ま
で
も
広
い
神
様
の
懐
の
中
で
の
び

や
か
に
憩
う
喜
び
を
満
喫
し
た
い
も
の
だ
。

五
月
は
聖
母
月
。
ど
ん
な
難
局
に
直
面

し
て
も
、「
な
れ
か
し
」
を
口
に
さ
れ
な
が

ら
、
神
様
の
計
り
知
れ
な
い
は
か
ら
い
の

一
つ
ひ
と
つ
を
雄
々
し
く
受
け
止
め
ら
れ

た
聖
母
の
お
お
ら
か
な
信
仰
に
倣
う
季
節

に
し
た
い
。
そ
し
て
、
鉢
か
ら
解
放
さ
れ

た
バ
ラ
の
よ
う
に
、
ス
ク
ス
ク
と
伸
び
て
、

ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
告
白
が
、
私
た
ち
み

ん
な
の
実
感
と
な
る
よ
う
に
祈
り
た
い
。

司
教
執
務
室
だ
よ
り

の
び
や
か
に
憩
う
喜
び

復
活
祭
に
親
睦
の
遠
足
を
実
施

主
任
司
祭
の
叙
階
二
十
年
も
記
念
し
た
鴨
池
教
会

会

と

催

し

（
5
月
）

復
活
の
喜
び
を
分
か
ち
合
う

小
宿
小
教
区
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一
神
の
国
を
教
会
共
同
体

の
中
に
つ
く
る
こ
と
―
右
近

の
教
会
共
同
体
つ
く
り

高
山
右
近
の
最
終
章
に
当

た
る
本
稿
に
お
い
て
「
右
近

の
領
国
統
治
方
法
」
及
び
「
右

近
の
最
期
」
に
つ
い
て
、
記
さ

せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

右
近
の
国
作
り
・
領
国
の

統
治
方
法
は
、
ミ
ゼ
リ
コ
ル

ジ
ャ
（
イ
エ
ス
の
慈
愛
）
の
実

現
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り

ま
し
た
。
当
時
の
キ
リ
シ
タ

ン
が
暗
唱
し
て
い
た
カ
テ
キ

ズ
モ
（
教
理
問
答
書
）
ー
「
ど

ち
り
な
・
き
り
し
た
ん
」
に

は
、
七
つ
の
「
慈
悲
の
所
作
」

が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
ミ
ゼ
リ
コ
ル
ジ
ャ
と
言

わ
れ
ま
す
。
ラ
テ
ン
語
、
英
語

で
い
うm

isericordiae

が
、
こ

れ
に
該
当
し
て
い
ま
す
。
従

っ
て
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
る
と

は
、
こ
のm

isericordiae

の
実

践
を
行
う
者
と
い
う
意
味
で

も
あ
る
の
で
す
。
キ
リ
シ
タ

ン
大
名
・
高
山
右
近
は
、
領

主
・
領
民
の
別
を
越
え
て
こ

のm
isericordiae

の
実
践
を
行

い
、
キ
リ
シ
タ
ン
と
し
て
の

証
を
生
き
て
み
せ
ま
し
た
。

物
質
的
ミ
ゼ
リ
コ
ル
ジ
ャ

と
は
、
①
飢
え
た
る
者
に
食

を
与
え
る
こ
と
　
②
渇
く
者

に
飲
ま
せ
る
こ
と
　
③
裸
の
者

に
衣
服
を
与
え
る
こ
と
　
④
病

人
を
い
た
わ
り
見
舞
う
こ
と

⑤
行
脚
の
者
に
宿
を
貸
す
こ
と

⑥
と
ら
わ
れ
人
の
身
を
請
け
出

さ
せ
る
こ
と
　
⑦
死
骸
を
丁
重

に
葬
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま

し
た
。

ス
ピ
リ
ッ
ツ
（
精
神
）
に
お

け
る
ミ
ゼ
リ
コ
ル
ジ
ャ
、
そ
れ

は
、
①
人
に
良
き
助
言
を
与
え

る
こ
と
　
②
無
知
な
る
者
に
道

を
教
え
る
こ
と
　
③
悲
し
む
者

に
慰
め
を
与
え
る
こ
と
　
④
折

檻
す
べ
き
者
を
折
檻
す
る
こ
と

⑤
　
恥
辱
を
耐
え
る
こ
と
　
⑥

ポ
ロ
シ
モ
（
隣
人
）
の
足
り
な

い
所
を
許
す
こ
と
　
⑦
生
死
の

人
と
、
我
に
仇
を
な
す
者
の
た

め
に
デ
ウ
ス
を
頼
み
た
て
ま
つ

る
こ
と
、
で
し
た
。

ユ
ス
ト
高
山
右
近
、
父
ダ
リ

オ
飛
騨
守
は
高
槻
、
明
石
の
各

領
内
に
お
い
て
、
こ
の
ミ
ゼ
リ

コ
ル
ジ
ャ
に
基
づ
く
見
事
な
福

祉
政
策
を
行
っ
た
の
で
す
。

右
近
は
、
異
教
徒
に
対
し
て

も
、
葬
式
の
際
、
先
頭
に
十
字

架
を
も
っ
て
進
ま
せ
、
棺
を

人
々
か
ら
軽
蔑
さ
れ
て
い
る
下

賎
な
非
人
に
か
つ
が
せ
ず
、
右

近
と
父
ダ
リ
オ
父
子
が
自
ら
そ

の
肩
に
載
せ
、
葬
式
行
列
を
行

わ
さ
せ
て
い
た
の
で
す
。
か
か

る
ミ
ゼ
ル
コ
ル
ジ
ャ
に
基
づ
く

政
策
が
高
槻
領
内
に
浸
透
し
て

い
た
れ
ば
こ
そ
、
明
智
光
秀
に

よ
る
織
田
信
長
暗
殺
（
一
五
八

二
年
）
が
知
れ
渡
っ
て
い
た
際

に
も
、
誰
一
人
領
内
に
お
い
て

暴
行
・
略
奪
を
行
う
者
は
な

く
、
平
時
の
ご
と
き
秩
序
を
保

た
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ

た
の
で
し
ょ
う
（
海
老
沢
有
道

「
高
山
右
近
」
一
〇
一
頁
）。
平

時
か
ら
の
右
近
の
善
政
と
模
範

の
生
き
方
が
秩
序
を
保
た
ち
得

さ
せ
た
と
い
え
る
の
で
す
。

右
近
と
ダ
リ
オ
は
、
教
会
内

に
あ
っ
て
は
領
主
、
武
士
、
平

民
と
い
う
身
分
の
別
を
な
く
さ

せ
、
平
等
に
兄
弟
姉
妹
と
し
て

領
民
に
接
し
て
い
ま
し
た
。

右
近
は
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
に

熱
心
な
あ
ま
り
、
領
内
の
寺

院
・
神
社
を
破
壊
し
、
僧
侶
た

ち
を
追
放
し
た
と
い
う
こ
と
が

巷
間
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

か
か
る
事
実
は
右
近
が
若
年
領

主
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
く
る
未

熟
さ
、
或
い
は
信
仰
熱
心
の
ゆ

え
に
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
真
偽
の
ほ
ど
は
、

定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
イ

エ
ズ
ス
会
年
報
誌
」
及
び
「
宣

教
師
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
書

簡
」
に
は
、
そ
の
記
述
は
全
く

記
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
右
近

の
影
響
に
よ
り
キ
リ
シ
タ
ン
に

改
宗
す
る
者
が
増
え
て
い
き
、

仏
教
徒
が
い
な
く
な
っ
た
廃
寺

が
多
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
廃

寺
を
壊
し
教
会
に
改
築
し
て
い

二
右
近
の
最
後
と
教
皇
ヨ

ハ
ネ
二
十
三
世
の
最
後

第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
を
開

き
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
刷
新

に
尽
力
さ
れ
た
教
皇
ヨ
ハ
ネ
二

十
三
世
は
、
病
気
で
亡
く
な
る

直
前
に
秘
書
を
呼
び
、
公
事
を

託
し
た
後
「
し
ば
ら
く
祈
る
か

ら
」
と
言
っ
て
、
秘
書
を
部
屋

か
ら
下
が
ら
せ
ま
し
た
。
教
皇

さ
ま
は
、
病
棟
の
ベ
ッ
ト
で
、

ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
を
聖
母
マ
リ

ア
に
捧
げ
、
祈
り
を
続
け
ら
れ

た
の
で
す
。そ
の
祈
り
の
途
中
、

息
を
引
き
取
ら
れ
ま
し
た
。

右
近
の
最
期
も
同
じ
よ
う
で

あ
っ
た
こ
と
を
、
キ
リ
シ
タ
ン

研
究
家
・
チ
ー
ス
リ
ク
神
父
さ

ま
は
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

「
右
近
は
、
病
気
が
重
く
死

が
近
い
こ
と
を
知
り
、
聴
罪
司

祭
の
モ
レ
ホ
ン
神
父
に
こ
う
言

い
ま
し
た
。

『
神
父
さ
ま
、
私
は
死
ぬ
こ

と
を
知
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

家
族
を
悲
し
ま
せ
な
い
よ
う

に
、
そ
れ
を
示
す
こ
と
を
い
た

し
ま
せ
ん
。
今
、
私
は
、
自
分

の
死
が
、
神
様
の
み
旨
で
あ
る

と
知
っ
て
い
ま
す
の
で
、
大
変

慰
め
を
感
じ
て
い
ま
す
。私
は
、

キ
リ
ス
ト
の
た
め
に
日
本
か
ら

追
放
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
信
者
の

国
に
お
い
て
修
道
者
に
か
こ
ま

れ
て
こ
う
し
て
死
ぬ
こ
と
が
で

き
る
こ
と
を
、
心
か
ら
感
謝
し

て
い
る
の
で
す
。
私
は
、
妻
、

娘
、
孫
た
ち
の
こ
と
に
つ
い
て

は
、
少
し
も
心
配
し
て
い
ま
せ

ん
。
彼
ら
も
私
も
、
キ
リ
ス
ト

の
た
め
に
追
放
さ
れ
て
こ
こ
に

来
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
主

が
彼
ら
に
と
っ
て
父
親
に
な
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
、
確
信
し
て

い
る
か
ら
で
す
』

そ
し
て
、
右
近
は
、
聖
ト
ビ

ア
と
同
じ
よ
う
に
遺
言
を
し
た

の
で
す
。
す
な
わ
ち
、
家
族
た

ち
に
、
信
仰
に
堅
固
で
あ
り
、

神
父
た
ち
に
対
し
て
従
順
で
あ

る
よ
う
、
勧
告
し
た
の
で
す
。

っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

れ
が
誤
っ
て
寺
院
破
壊
と
な
っ

て
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が

真
相
の
よ
う
で
す
。

ユ
ス
ト
（
正
義
）
と
い
う
洗

礼
名
を
持
っ
た
右
近
は
、
そ
の

霊
名
に
ふ
さ
わ
し
く
正
し
く
生

き
よ
う
と
し
て
い
た
に
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
領
主
と
し
て
の
権

力
を
用
い
て
、
右
近
が
異
教
徒

で
あ
る
仏
教
徒
を
迫
害
す
る
と

い
う
こ
と
を
果
た
し
て
し
た
で

し
ょ
う
か
。

政
治
の
あ
り
方
に
関
す
る
右

近
の
心
境
を
物
語
る
右
近
晩
年

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
加
賀
百
万
石
藩

主
・
前
田
利
長
（
初
代
利
家
の

嫡
男
）
が
「
洗
礼
を
受
け
て
キ

リ
シ
タ
ン
に
な
り
た
い
」
と
右

近
に
申
し
出
た
時
の
右
近
の
返

答
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で

す
。
右
近
は
こ
う
答
え
た
そ
う

で
す
。

「
加
賀
・
北
陸
一
帯
は
、
一

向
宗
の
地
盤
で
す
。
そ
の
宗
教

心
に
よ
っ
て
、
人
心
と
社
会
の

安
定
が
は
か
ら
れ
て
き
た
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

地
盤
を
持
つ
加
賀
・
北
陸
の
領

主
で
あ
る
前
田
利
長
公
が
、
キ

リ
シ
タ
ン
に
な
る
な
ら
、
国
が

割
れ
て
分
裂
の
恐
れ
が
出
て
き

ま
す
。
領
主
が
洗
礼
を
受
け
て

キ
リ
シ
タ
ン
に
な
る
よ
り
も
、

一
向
宗
、
キ
リ
シ
タ
ン
両
宗
教

の
保
護
者
で
お
ら
れ
る
ほ
う

が
、
領
国
に
政
治
的
安
定
を
も

た
ら
し
得
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
人
心
が
キ
リ
シ
タ
ン

に
好
意
を
持
つ
よ
う
に
な
る
の

を
待
っ
て
か
ら
洗
礼
を
受
け
る

の
が
よ
ろ
し
い
の
で
は
な
い
か

と
存
じ
ま
す
」

キ
リ
シ
タ
ン
の
歴
史
⑬

高
山
右
近
（
補
筆
・
下
）

溝
辺
教
会
主
任
司
祭

坂

本

　

進

彼
は
、
敬
虔
に
、
聖
な
る
諸
秘

蹟
と
終
油
を
受
け
、
幾
た
び
も

『
我
が
主
を
仰
ぎ
に
行
く
』
と

繰
り
返
し
な
が
ら
、
自
分
の
魂

を
創
造
主
に
返
し
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
ま
っ
た
く
、
大
い
な
る

安
ら
ぎ
と
神
の
み
旨
に
委
ね
て

い
た
有
様
で
あ
り
ま
し
た
」

（
チ
ス
リ
ク
『
高
山
右
近
史
話
』

三
六
八
〜
九
頁
）

モ
レ
ホ
ン
『
日
本
殉
教
録
』

及
び
「
高
山
右
近
の
妻
」（『
キ

リ
シ
タ
ン
大
名
の
妻
』
所
収
）

に
も
、
終
油
の
秘
蹟
を
受
け
、

「
わ
が
ア
ニ
マ
（
霊
魂
）
を
ゼ

ウ
ス
（
天
主
）
の
御
前
に
導
き

給
え
」「
ゼ
ウ
ス
、
マ
リ
ア
」

と
唱
え
な
が
ら
、
息
を
引
き
取

っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。三

ブ
レ
な
い
生
き
方
―
信

仰
を
貫
く
右
近
の
生
き
方

時
代
が
ど
う
い
う
時
代
で
あ

ろ
う
と
、
置
か
れ
て
い
る
環

境
・
状
況
が
ど
う
い
う
環
境
・

状
況
で
あ
ろ
う
と
も
、
信
念
・

信
条
を
貫
く
ブ
レ
な
い
生
き
方

は
で
き
る
の
で
す
。
高
山
右
近

の
生
涯
が
、
そ
の
模
範
（
モ
デ

ル
）
を
示
し
て
い
る
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
他
人
の
せ
い
に
す

る
こ
と
な
く
、
自
分
が
ど
う
い

う
生
き
方
を
す
る
か
、
と
い
う

こ
と
な
の
で
す
。

右
近
は
、
お
の
れ
の
信
じ
る

信
仰
の
た
め
に
、
な
に
も
の
を

も
恐
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ひ
た

す
ら
キ
リ
ス
ト
教
的
人
間
に
な

り
き
る
こ
と
を
目
指
し
、
幾
多

の
試
練
を
乗
り
越
え
、
自
分
の

信
念
を
貫
き
通
し
た
の
で
す
。

試
練
、
苦
し
み
が
多
い
と
い

う
の
は
、
逆
に
い
え
ば
、
自
分

の
信
念
を
貫
き
通
そ
う
と
し
て

い
る
か
ら
と
言
え
ま
す
。
高
山

右
近
の
信
仰
の
生
涯
の
模
範
に

倣
い
、
私
た
ち
も
キ
リ
ス
ト
教

的
人
間
の
完
成
を
目
指
し
、
キ

リ
ス
ト
教
的
生
き
方
を
貫
い
て

い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

（
完
）

マリア山荘講座「西郷隆盛とキリスト教」
ー記念ミサとパネル・ディスカッションー

日　時： 6月16日（日）9時30分〜15時30分まで
参加費： 1,000円（資料代&弁当代含む）
講　師： 高柳毅（西郷南洲顕彰館館長）「敬天愛人とキリスト教」

安川あかね（西郷隆盛研究家）「女性の解放と西郷隆盛」
お問い合わせは、マリア山荘まで　℡0995（58）2994

高山右近（大阪カテドラル）

聖母行列のご案内

風薫るさわやかな5月、聖母月最後の土曜日に鹿児島純心女子学園では
マリアさまを称えて聖母行列を行います。今年、創立80周年を迎える学
園で、生徒、学生、教職員が世界の人々と心を合わせて平和を祈ります。

日　時：5月25日（土）午前10時〜11時30分
場　所：鹿児島純心女子学園（唐湊キャンパス）
問合せ：鹿児島純心女子学園　℡099（254）4121


